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  As a management innovation model of the Japanese-affiliated companies in China, we illustrate the 
unification model that organically arranges the three elements of Japanese skill, Western talent, and 
Chinese morals.  Furthermore, we revise it so it can function as a 21st Century management model 
required in the Chinese companies.
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5） 荒川直樹（1998）『中国で製造業は復活する―東芝大連社の挑戦』三田出版社，11 ― 59頁。
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10） 守屋洋（1985）『中国古典の人間学』プレジデント社，25 ― 29頁。
11） 楊光華（2007）『企業道徳建設論』中央文献出版社，16 ― 17頁。
【図表2】人間発達の経営学―「技」「才」「徳」を兼ね備えた経営リーダーづくり―
注：程永帥（2012）【図1】（17頁）を，中国的「徳」を軸にしてまとめ直したものである。
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名古屋学院大学論集
 　とくに，中国における日系メーカーの日本人管理者に焦点を当て，中国の巨大市場に根を張る
上で，経営リーダーおよび管理者の新たな役割および使命とは何か，「ものづくり」の「技」12） を
いかにして「ひと（経営リーダー）づくり」に活かすか，具体的な対策をどのように構築すべき
か，を明らかにする。 
 　なお，人間の道徳危機を乗り越える上で，その良薬となるものは，「儒家思想」を代表とする
中国伝統文化に潜んでいる。しかし，それは決して万能薬ではない。いかなるものにも必ず光と
影があるからである。「儒家思想」も例外ではない。「儒家思想」の影は，「肉体労働者への軽蔑」，
「男尊女卑的価値観」，「家父長制」13） 等である。それらは，社会の秩序を維持し安定を保つ等の長
所がある反面，権力を有する者の現状肯定を支持する思想となりがちである。 
 6　中国における企業経営のあり方 
 　　―日系企業の経営現地化への提言― 
 　同じ東アジア地域に属する中国人と日本人は，同じ「儒家思想」の影響を受けているものの，
仕事に対する考え方や思考方式・行動様式等が異なる。また，日中両国文化に基づく組織形成の
原理は，大きく異なり，組織のリーダーとしての性格も異なる。 
 　中国における企業の新たなる経営原理は，「欧米型経営」と「日本型経営」のそれぞれの強み
を単に加算することではない，多くの事例分析をふまえ，「適応」と「適用」を超える本質的な「型」14）
 （共通性）を見出し，定式化していくことである。自国の経営文化に関して，性急な批判や盲目
的な肯定よりも，広い視野から客観的に「弱み」と「強み」を認識し，その上で，短所を避け長
所を活かすことが重要である。今後，中国系企業にせよ，日系メーカーにせよ，「徳」を備えた
人材，経営管理者の育成が急務となっている。 
 　以上の課題をふまえ，程（2012）15） では，企業内外の調査をふまえ，従来の経営論およびリーダー
シップ研究とは異なる視点，すなわち「人間発達の経営学」の視点から，「技」「才」「徳」を兼
ね備えた経営リーダーづくりを提示した。それに基づき，日本人管理者のリーダーシップの高め
方，中国企業経営および日系企業経営現地化等のあり方，について提言している。 
 　そのエキスを，簡単に紹介したい。まず，日本人管理者のリーダーシップを高めるには，「意
識の変革」「役割の転換」「使命の明確」の3つが重要である。 
 　すなわち，「物づくり」優先から「者づくり」優先へと意識を変革し，「権限死守」管理から「権
限委譲」管理へと自らの役割を転換し，使命を明確にし「経営監視」から「経営監督」へとシフ
12） 若松義人・近藤哲夫（2001）『トヨタ式人づくりモノづくり』ダイヤモンド社。
13） 李年古（2006）『中国人の価値観』学生社，16頁。
14） 十名直喜（2008）『現代産業に生きる技―「型」と創造のダイナミズム』勁草書房，11頁。
15） 程永帥（2012）「中国における日系メーカーのニューリーダーシップ論―「技」「才」「徳」の三位一体
化による管理者づくりと経営現地化に向けて―」（博士論文）『経営政策専攻博士後期課程研究シリーズ
15』名古屋学院大学大学院。
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トすることである。 
 　次に，企業の倫理と経営理念の根幹に「ひとづくり」を据え，その可視化と標準化を進めるこ
とが大切である。「ひとづくり」のありかた，そのモデルや体制，人事考課制度等については，別途，
提言を行っている。 
 　日系企業の経営トップ現地化についても，その仕組みを考案し提言した。すなわち，「徳・才」
兼備の人材育成を図り，モニタリング体制を組み合わせたガバナンスを健全化した上で，日本人
経営層の「譲権退位」による経営トップ現地化をすすめることが肝要である。 
 　以上にみるような，日系企業の経営のあり方，改革への提言は，中国企業に対しても貴重な示
唆になると考える。 
 7　おわりに 
 　企業は，地域の中に根ざし，地域とともに発展する。外資系企業においても然りである。グロー
バリゼーションが進むほど，ローカリゼーションの持つ意味，両者のバランスの重要性が高まる。
中国における日系企業の経営現地化のあり方，その具体的提言も，そうした文脈の中で捉えるこ
とができる。 
 　中国における日系企業の経営変革モデルとその基本理念は，中国企業に切望されている課題に
も応え得るものとみられる。むしろ，中国企業の21世紀型経営モデルとして捉え直すことがで
きるのではなかろうか。 
 　小論は，そのような問題意識から，十名直喜（2012）16） の視点も織り込み，コンパクトにまと
め直したものである。「技」「才」「徳」を兼備した三位一体の経営とは，まさに，ひとづくりを
コアにしたものであり，まちづくり（地域づくり）・ものづくりと結びつき，よりサステイナブ
ルな発展を可能にする。ひと・まち・ものづくりの三位一体化は，日本のみならず中国において
も21世紀的な課題となっているのである。 
 〈付記〉 
 　小論は，「日本学術振興会アジア研究教育拠点事業」（「人間発達の経済学」日中研究交流プロ
ジェクト）での議論を参考にしている。 
16） 十名直喜（2012）『ひと・まち・ものづくりの経済学―現代産業論の新地平―』法律文化社。
